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連結子会社の異動（株式譲渡）に関するお知らせ 

当社の子会社であるカイゲンファーマ株式会社（以下「カイゲンファーマ」という）は、保有する松

岡メディテック株式会社（以下「松岡メディテック」という）の株式の 66.7％をエア・ウォーター株式

会社（以下「エア・ウォーター」という）に本日譲渡しましたので、お知らせします。 

なお、松岡メディテックは当社の連結子会社から除外となります。 

記 

１．株式譲渡の理由 

  カイゲンファーマは、医療事業の海外展開の加速を目的に、医療用注射針およびその部材の輸出を

主業としている松岡メディテックを平成 26年 12 月に子会社化しました。 

注射針事業は、ASEAN 諸国等における医療分野への関心の高まりに伴い、研磨・加工技術に優れた

日本製注射針の海外需要が増加しており、今後も市場拡大が見込まれています。このような環境下、

注射針の製造から販売までを一貫して行う体制を整え一層の事業拡大を図ることを目的に、傘下に注

射針メーカーを有するエア・ウォーターに松岡メディテック株式の 66.7％を譲渡することといたしま

した。 

なお、今後もエア・ウォーター並びに傘下注射針メーカーとの良好な協業のもと、松岡メディテッ

クの営業資産を活かして拡販を図り、当社の海外医療ビジネスの拡大に資するよう努めてまいります。 

２．株式を譲渡する会社の概要 

（１） 名 称 松岡メディテック株式会社 

（２） 所 在 地 東京都文京区本郷２丁目 22番３号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 松本俊彦 

（４） 事 業 内 容 一般医療機器、器具類の輸出および製造販売 

（５） 資 本 金 14百万円 

（６） 設 立 年 月 昭和 48（1973）年３月 

（７） 大株主及び持株比率 カイゲンファーマ株式会社 100％保有 

（８）
当 社 と 当 該 会 社

と の 関 係

資 本 関 係

上記（７）に記載の通り、当社子会社であるカ

イゲンファーマが、松岡メディテックに対し、

100％出資しています。 

人 的 関 係 人的関係はありません。 

取 引 関 係 取引関係はありません。 



（９） 当該会社の経営成績および財政状況（平成 29年３月期） 

 純 資 産 94百万円

 総 資 産 477 百万円

 売 上 高 780 百万円

 営 業 利 益 3百万円

 経 常 利 益 23百万円

 当 期 純 利 益 7百万円

 １株当たり当期純利益 568 円

３．株式譲渡の相手先の概要 

（１） 名 称 エア・ウォーター株式会社 

（２） 所 在 地 大阪市中央区南船場２丁目 12番８号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役会長 豊田昌洋 

（４） 事 業 内 容
産業ガス関連、ケミカル関連、医療関連、エネルギー関連、農

業・食品関連ならびにその他製品・商品の製造販売 

（５） 資 本 金 32,263 百万円 

（６） 設 立 年 月 昭和４（1929）年９月 

（７） 純 資 産 280,750 百万円 

（８） 総 資 産 629,115 百万円 

（９） 大株主及び持株比率

新日鐵住金株式会社                5.1％ 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)   4.8％ 

三井住友信託銀行株式会社             4.0％ 

（10）
当 社 と 当 該 会 社

と の 関 係

当社と当該会社の間には、記載すべき資本関係、人的関係およ

び取引関係はありません。 

４．譲渡株式数、譲渡価額および譲渡前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 12,400 株（間接所有割合 100.0％） 

（２） 譲 渡 株 式 数  8,270 株 

（３） 異動後の所有株式数  4,130 株（間接所有割合 33.3％） 

  ※譲渡価額は非開示ですが、カイゲンファーマとエア・ウォーターとの交渉の過程において、適切
なデューディリジェンスを実施し、妥当な金額を算出して決定しております。 

５．日 程 

（１） 契 約 締 結 日 平成 29年８月 10日 

（２） 株 式 譲 渡 実 行 日 平成 29年８月 17日 

６．今後の見通し 

  平成 30 年３月期第２四半期の連結業績に与える影響につきましては現在精査中であり、業績予想に

変更が生じた場合は速やかに公表いたします。 

以 上 


